
今年の5月※広島民医連介護職部会からある一冊の事例集が発行されました。
はたらく職員のリアルな声や想いを、伝えたいという気持ちから作られた「カイバ
ナ～かいごのはなし～」。
そこには読んでいるうちにフッと笑ってしまうような話。心が温かくなるような話。
目頭が熱くなるような話。ぎゅーっと胸が痛くなるような話。たくさんの“カイバナ”
が詰まっていました。
読み終えた後、介護とは支援者が一方的に支援しているわけではなく、支援者
も利用者から多くのことを学び、助けてもらい、成長させてもらっている。これが人
と人とが関わる仕事だからこそ経験できるものだと改めて感じました。

この広島中央保健生協の介護事業部からは五日市ヘルパーステーション、中央
ヘルパーステーション、生協かんおん24、生協くさつ24の4事業所が事例を書い
ています。
どれも日ごろから利用者の方と丁寧に向きあっているからこその想いが綴られて
います。是非皆さんに読んでいただきたい一冊です。

※2018年11月、広島医療生協、備後の里、中央保健生協、福山医療生協、4つの法人の介
護にかかわる職員が集まり、広島民医連介護職部会が設立
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介護事業部のInstagram、Facebookのいいね！フォローを
是非とも宜しくお願い致します！！

カイバナを読んでみたい！方は

介護事業部 田頭・井上 まで
（数に限りがございますので、読みたい方はお早めに♬）
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